
 
 

小松島市第６次総合計画後期基本計画（素案）に対する 
パブリックコメントの実施結果について 

 

 

 

 

１ 意見募集案件      小松島市第６次総合計画後期基本計画（素案） 

 

 ２ 意見募集期間      令和４年１月７日（金）～令和４年１月２１日（金） 

 

３ 閲覧場所        市ホームページ 

              市企画政策課（市役所３階） 

 

４ 意見提出方法      郵送、ファクシミリ、電子メール、直接持参 

 

５ 意見提出者数      ５名 

 

６ 意見提出件数      ５件 

 

７ 意見の内容と市の考え方  別紙のとおり 

 

※ なお、いただきましたご意見についての個別回答はいたしません。 



 

意見の内容と市の考え方 

 

№ 意見の内容 市の考え方・対応 

１ 

徳島小松島港赤石地区の水面９．４ｈａは貯木
場としての役目を終え、次の出番を１０年待って
きました。 

日本の伝統文化遺産を継続し、後世に残す場と
して、「和船文化体験センター」を誘致してはどう
でしょうか。老若男女が、にぎやかに、海に親し
め、鍛錬の場ともなります。全国からも有志を呼
び込み、主として櫓漕ぎの技術を取得して自力で
小舟を操船するのです。そして同時に愛の心をは
ぐくんでいく。 

そのような目的をかなえるためには、この総
合計画に、ぜひとも取り込む必要があります。小
松島市でアドバルーン上げ、みなと小松島にふさ
わしい計画にしませんか。（素案）の中では陸上か
らの視点がほどんどで、海上での地域おこしの観
点が抜けているようです。 

安易な埋め立てに走るより、小松島に残された
の貴重な水面の有効活用を考え、観光資源をつく
り出し、海からのにぎわいを取り戻しましょう。 

 

ご提案いただきました件につきましては、本市
の地域資源としての港をいかしたひとつの取り
組みと存じます。 

いただいたご意見は今後、本市の有効資産を活
用したにぎわいの創出を行う上での参考とさせ
ていただきます。 

２ 

 
５ページ 
○小松島版ネウボラ ：注釈でネウボラの説明

を入れたらどうでしょうか？ 
 
５１ページ 
○感染症に関する情報を広報やホームページ

等を通して適切に発信を行います。 
また、新型インフルエンザ住民接種実施計画を

策定する必要があります。新型コロナウィルスも
入れたらどうでしょうか？ 

 

ご提案いただきました件につきましては、市民
の皆様に対して分かりやすい総合計画とするた
め、「ネウボラ」をはじめ、分かりにくい語句には
注釈等を追記していきます。 

新型インフルエンザ住民接種実施計画は、今後
発生や流行が懸念され、国からの接種指示に適切
に対応するための計画策定であるため記載して
います。 

新型コロナワクチン接種については、すでに住
民接種が一定程度進んでいる状況であるため、
「感染症予防・対策の強化」において、新しい生
活様式等を踏まえて、施策に取り組んでまいりま
す。 

 

 

 

 

 

 



 

 

№ 意見の内容 市の考え方・対応 

３ 

私は、NPO 法人あわホームホスピス研究会の代
表を２０１３年より努めております。こまつしま
が故郷ですが、３０年間他県で地方自治体に勤務
しておりました。医療技官という身分です。故郷
徳島県に貢献したいと考え１０年前にＵターン
いたしました。愛するこまつしまには、多くのＩ
ターンＵターンの老若男女がおられます。そし
て、中山市長が就任されてから、先進的視点での
各部署のとりくみやイベントの新設など共感す
る取り組みがキラ星のごとく見受けられます。こ
れらは大変歓迎するべきものと今まで以上に行
政の動向に注目いたしております。素案について
も拝読いたしました。各部署の計画案について、
妥当だと理解いたしました。 

行政の常ですが、各部課署ごとに計画も業務も
縦割りに細分化されております。素案にもそのあ
りようがそのまま反映されております。要するに
素案が縦割りの状態であるわけです。行政の皆さ
んにとってそれが当たり前でも、市民にとっては
違和感のあるものです。市民の衣食住は縦割りで
はなく、複雑に絡み合って暮らしております。 

そこで提案いたします。当会のミッションの一
つは地域住民をつなげる（異業種違背景）ことで
す。同様に小松島の未来の在り方についても「多
部署異部署が一同に会して」こんな小松島に住み
たいを予算抜きに発案しあう会議を開催しては
どうでしょうか。立場肩書を抜きにした夢を語る
機会を設けてみてください。わたくしがファシリ
テーターをさせていただいても結構です。 

 

総合計画を推進するにあたっては、組織横断的
かつ柔軟な対応が必要であると認識しており、タ
スクフォースやプロジェクトチームなど庁内組
織を立ち上げ、部局を超えた課題に取り組んでい
ます。 

また、市民や関係機関との対話の場を積極的に
設ける等、「広報・広聴の充実」に努め、これから
も住み続けたいと思っていただけるように取り
組んでまいります。 

 
 

４ 

１．行政が市民住民に穏やかな日々を提供する
のを基本の使命や役割とする以上その町の「総合
計画」とうたわれるものはおしなべて包括的に生
活全般、インフラ、災害対策、教育、医療介護、
農水産を含む産業振興、交通等々全般にわたるこ
とは避けられないことと思います。 

だけどなにも面白くない。 
これで小松島の将来計画とはとてもとても言

えません。    
この素案作成に携われた市職員の多くの努力

に敬意をはらいます、が垣間見れる外部の方々の
サポートなしにはこの「素案」はできなかったの
ではと思わせます。 

現行政スタッフに、もっと勉強しろ、市の将来
を考えろ、と声をかけ励まし、現職員のとんがっ
た無鉄砲な意見やアイディアを期待します。 

また行政が「委託」ではなく「自前」で計画が

職員の人材育成については、「小松島市人材育
成基本方針」に基づき、以下記載の５つの視点で
取り組んでおります。引き続き、この方針により
職員の人材育成に努めてまいります。 

１：高い倫理観と使命感のある職員 
２：高い問題意識と自己啓発能力を持った職員 
３：コストと効果を考えて行動する職員 
４：組織内外の協力，協働を大切にする職員 
５：広い視野と高い専門性を持つ職員 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

書けるよう職員の「養成」「採用」を期待します。
    

    
２．提案を２つします。ご検討くだされば幸い

です。    
① 行政が行う各種会議の日程、内容等々を公

開し市民住民の傍聴を促し、議事討議内容を公開
し市民住民の行政への参画やチェック意識の向
上を図ることをお考えください。 

たしかにいくつかの審議会等は広報に書かれ
参加を促す記載がなされています、しかしそれは
ほんの一部、例えば教育委員会の毎月の定例会議
は広報に記載されたことはありません、傍聴を促
すものも見たことがありません。 

今小学校再編で度々言及されるコムュニティ
ースクール「学校運営委員会」についても    
すでに開催されていますが、そのメンバーや議論
の内容いついて公表されてはいません。 

行政においてもどんな会議が行われているの
かはたしてその全容を把握しているのか疑問で
す。    

行政が行っている「会議」を洗い出し、データ
ベース化し、市民住民に公開し参加傍聴を促し行
政市民住民が｢議論」できる環境や空間をたいへ
ん難しいことですが作っていくことをご検討く
ださい。    

 
② 本港地区の再開発を考えるプロジェクト

ティームを市長をキャップに５～６名で立ち上
げる。ことをご検討ください。 

これは簡単な話でして、本港地区を小松島市の
住民が２万人、２０年先の市の中核エリアにす
る。そのための企画や構想を立案するだけです。
こんなことは既存の組織や会議ではできないで
すから新しく若い経営者、若い農業漁業者、等々
でティームを立ち上げ立案するだけです。 

小松島の２０年後の基本のすがたをが描くこ
とができればインフラ、交通、防災等々も描けま
す。    

｢簡単な話し」と書きましたが本当は「厄介なめ
んどくさい話し」です、でも「大事な話し」です。 

よろしくご検討ください。 
 

 
 
 
また、小松島市行政情報公開条例に基づき、附

属機関等の会議の公開も進めるとともに、本港地
区の活性化については、いただいたご意見を今
後、具体的な事業を検討していく上での参考とさ
せていただきます。 

 

５ 

企業等の税収が余り見込めないという前提で、
収入源は、住民税等、住民に頼るようになると思
います。環状線等、道路整備が進むという前提で、
小松島市は、徳島と阿南の中間地点で住むには程
よい立地と思います。 

 
５年、１０年という長いスパンでみて 

ご提案いただきました件につきましては、庁内
で共有し、今後、事業を検討していく上での参考
とさせていただきます。 



 

 
 
①健康町内ラジオ体操運動 
各町内で子供の時にしたような、ラジオ体操を

して手帳を配布し、スタンプを集めて、その数に
応じて粗品（景品）を市が提供する。景品は、地
元で調達する（地場産業の品物）。月から金迄、運
営スタッフはシルバーでしてくれる人がいれば、
バイトとしてしてもらい、いなければ老人会等に
有償で委託する。そのスタンプもランクアップの
企画を入れる。健康になれば、医療費に関係して
くると思います。雨の日でも市内でできる施設が
あればと思います。小松島が長寿の市となれば打
算抜きで住みよい町になると思います。 

 
②小松島の高校のレベルアップ 
子供が今後、益々、少なくなってくると思いま

す。そのなかで子供に支出する教育関連の金額は
増えると思います。小松島市に住んでいて市外の
高校に行かせるのは、もったいないと思います。
逆に、小松島高校は、南駅に近いという好立地は、
使う手はないと思います。 

徳島市内の高校の理数科、阿南の理数科の教員
を他校と同じように常時、小松島高校に回しても
らい偏差値を上げるようにする。 

事実かどうか知りませんが、以前、松高に徳島
市内の理数科の先生がこられて、その時分、かな
りレベルの高い大学に進学できたらしいと聞き
ました。自分の経験から思うに、先生の力はかな
り大きいと思います。特に、松高は一次募集で定
員割れにならないよう、人気のある高校に変わっ
てほしいと思います。 

松西は、県下に名が通っていて、もっと中身の
濃い高校をめざしてほしいです。 

子供の為に、市外に引越すとか、住民票を移す
とかないように。 

 

 


